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自
動
車
短
大
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
脇
　
　
俊

隆

　
本
学
は
、
全
国
の
短
期
大
学
の
中
で
少
数
派

に
属
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
短
大
と
言
え
ば
、
大
多
数
が
女
子
を
対
象
に

し
て
い
る
学
校
と
考
え
る
の
が
、
一
般
的
認
識

で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
わ
ず
か
な
女
子
が

い
る
も
の
の
男
子
を
主
体
と
し
た
自
動
車
整
備

士
養
成
の
異
色
の
短
大
と
し
て
、
世
に
は
ば
か

る
こ
と
な
く
生
き
て
い
る
。
（
一
九
九
〇
年
度
学

校
基
本
調
査
ー
工
業
系
短
期
大
学
入
学
者
数
九
、

六
〇
〇
人
、
全
短
大
入
学
者
数
二
一
九
、
四
三

九
人
）

　
工
学
の
専
門
と
教
養
教
育

　
「
自
動
車
に
関
す
る
知
識
・
技
術
・
心
」
の

三
位
一
体
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
、
一
九
六
七

年
に
開
学
し
た
本
学
は
、
今
年
で
二
五
年
目
を

迎
え
る
。
そ
し
て
、
卒
業
者
数
も
二
二
、
○
○

○
人
を
数
え
、
社
会
的
役
割
を
そ
れ
な
り
に
果

た
し
て
い
る
。

　
本
学
の
教
育
は
、
機
械
工
学
、
電
気
・
電
子

工
学
、
自
動
車
工
学
、
及
び
電
子
機
械
（
メ
カ

ト
ロ
）
等
の
工
学
専
門
知
識
と
幅
広
い
視
野
及

び
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
教
養
教
育
の
二
本

柱
で
行
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
教
育
展
開
は
一
、
二
年
通
し
て
教

養
、
専
門
を
学
び
、
二
年
で
自
動
車
工
学
、
車

体
整
備
、
電
子
機
械
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
を
選

〈
各
コ
ー
ス
の
特
色
〉

自
動
車
工
学

本
学
の
主
要
教
育
で
、
自
動
車

に
関
す
る
基
本
的
な
技
術
、
知

識
を
学
び
、
自
動
車
業
界
や
製

造
業
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
の

育
成
。

車
体
整
備

新
素
材
の
使
用
に
伴
う
車
体
構

造
の
変
化
と
自
動
車
保
険
の
普

及
に
よ
る
業
界
二
ー
ズ
か
ら
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
技
術
者
の

育
成
。

電
子
機
械

自
動
車
の
諸
機
能
に
電
子
機
械

が
多
用
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
で

き
る
技
術
者
の
育
成
。

択
す
る
。

教
育
現
場
で
は

　
ω
　
教
育
時
間
の
実
態

　
本
学
は
、
二
級
自
動
車
整
備
士
の
受
験
資
格

を
得
る
た
め
に
、
認
定
大
学
の
指
定
を
受
け
て

い
る
。

　
こ
の
た
め
、
教
育
時
間
に
か
な
り
厳
し
い
制

約
（
運
輸
省
は
、
学
科
四
〇
〇
h
、
実
技
六
〇

〇
h
を
、
実
時
問
で
保
障
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
こ
れ
を
本
学
の
教
育
計
画
時
間
に
換
算

す
る
と
、
約
一
、
三
四
〇
h
に
相
当
す
る
）
を

受
け
て
い
る
。
専
門
教
育
時
間
は
、
こ
れ
に
ほ

と
ん
ど
充
当
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
資
格
取
得
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、

実
技
免
除
の
講
習
を
二
年
後
期
に
実
施
し
て
い

る
。　
一
方
、
短
大
教
育
の
目
的
の
一
つ
に
人
間
教

育
が
あ
り
、
こ
れ
に
も
時
間
を
割
い
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
学
は
学
生
、
教
職
員

と
も
に
時
間
に
ゆ
と
り
が
な
く
、
大
変
厳
し
い

教
育
環
境
に
あ
る
（
次
表
参
照
）
。
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一
　
年

二
　
年

が
分
か
れ
、
現
在
学
内
で
一
大
論
争
に

つ
あ
る
。

自
動
車
工
業
科
の
現
状

　
全
国
の
自
動
車
工
業
科
の
高
等
教

育
機
関
と
学
生
数
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

最
大
計
画
時
間

一
二
〇
〇
h

一
二
〇
〇
h

一
般
教
育
時
間

一
五
〇
h

六
〇
h

外
国
語
科
目

六
〇
h

六
〇
h

保
健
体
育
科
目

六
〇
h

専
門
教
育
科
目

六
九
〇
h

六
三
〇
h

実
技
免
除
講
習

二
四
〇
h

合
　
　
　
　
計

九
六
〇
h

九
九
〇
h

余
裕
時
間

二
四
〇
h

二
一
〇
h

卒
業
要
件
の
教
育
時
間

一
コ
マ
”
四
五
分
×
二
h
、
年
間
三
〇
週
、
週

五
日
計
画

⑭
　
自
由
度
の
少
な
い
教
育
時
間

本
学
は
、
資
格
取
得
（
職
業
教
育
）
を
一
つ

の
教
育
の
柱
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今

回
の
大
学
審
議
会
答
申
に
あ
る
「
特
色
あ
る
教

教
育
機
関

施
設
数

総
定
員

大
学

五

五
一
〇

短
大

八

二
五
〇
〇

専
門
学
校

五
八

九
二
〇
〇

職
業
訓
練

四
四

一
〇
一
五

そ
の
他

六

三
五
〇

合
計

一
二
一

二
二
五
七
五

　
卒
業
要
件
の
教
育
時
間

一
コ
マ
”
四
五
分
×
二
h
、
年
間
三
〇
週
、
週

五
日
計
画

　
⑭
　
自
由
度
の
少
な
い
教
育
時
間

　
本
学
は
、
資
格
取
得
（
職
業
教
育
）
を
一
つ

の
教
育
の
柱
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今

回
の
大
学
審
議
会
答
申
に
あ
る
「
特
色
あ
る
教

育
創
り
」
は
、
か
な
り
難
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

文
部
省
の
指
導
「
卒
業
要
件
の
緩
和
を
は
か
り
、

教
育
に
特
色
を
も
た
せ
る
。
」
と
運
輸
省
の
指

導
「
技
術
の
進
歩
に
合
わ
せ
て
教
育
時
間
の
強

化
を
は
か
る
」
の
調
和
を
求
め
た
教
育
整
備
が

必
要
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
本
学
の
特
色
と
は
何

か
と
言
う
点
で
、
教
養
と
専
門
で
大
き
く
意
見

が
分
か
れ
、
現
在
学
内
で
一
大
論
争
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

自
動
車
工
業
科
の
現
状

　
全
国
の
自
動
車
工
業
科
の
高
等
教

育
機
関
と
学
生
数
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
鰍

　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
〇
年
現
在
）

　
一
九
九
二
年
か
ら
十
八
歳
人
口
の

減
少
期
が
始
ま
り
、
絶
対
的
受
験
者

数
の
減
少
と
受
験
率
の
伸
び
な
や
み

が
重
な
り
、
定
員
割
れ
を
起
こ
す
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

熾
烈
な
定
員
確
保
競
走
が
始
ま
り
、

各
短
大
、
専
修
学
校
は
、
生
き
残
り

を
か
け
て
様
々
な
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

発
表
さ
れ
て
い
る
生
き
残
り
戦
略
は
、
①
四
年

制
移
行
　
②
改
組
転
換
　
③
新
学
科
増
設
　
④

設
備
投
資
　
⑤
提
携
　
⑥
留
学
生
確
保
　
⑦
市

場
開
拓
等
で
あ
る
。

　　　　　一難羅一

■車体整備の実習
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就
職
状
況
は

　
　
　
ω
　
就
職
環
境

　
　
　
本
学
で
は
、
国
家
資
格
の
二
級
自
動
車

　
　
整
備
士
資
格
を
取
得
で
き
る
こ
と
か
ら
、

　
　
自
動
車
販
売
会
社
の
整
備
士
と
し
て
就
職

　
　
し
て
い
く
も
の
が
主
流
に
な
る
。
し
か
し
、

　
　
最
近
の
就
職
間
口
は
、
そ
こ
だ
け
に
留
ま

潔
る
こ
と
な
－
他
業
種
に
も
進
出
し
て
蜀

の
特
に
面
白
い
と
こ
ろ
で
は
、
事
故
車
の
査

械機
定
、
示
談
を
行
う
損
害
保
険
会
社
の
ア
ジ

子　
　
ヤ
ス
タ
ー
業
務
、
印
刷
会
社
で
の
新
型
車

電■
の
り
ペ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
解
説
書
の
原
稿

　
　
作
成
業
務
な
ど
が
が
あ
る
。

　
地
域
的
に
は
、
中
部
、
関
東
か
ら
の
求
人
が

年
々
増
え
、
地
域
格
差
が
縮
小
し
て
き
て
い
る
。

　
⑭
　
就
職
指
導
と
学
生
意
識

　
就
職
指
導
は
、
学
生
の
就
職
活
動
の
援
助
を

す
る
た
め
の
①
情
報
提
供
②
相
談
し
や
す
い
環

境
な
ど
に
留
意
し
て
進
め
て
い
る
。
そ
う
し
た

指
導
の
中
で
と
り
わ
け
最
近
感
じ
る
こ
と
は
、

偏
差
値
至
上
主
義
の
浸
透
か
ら
か
、
学
歴
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
の
強
さ
が
目
立
ち
、
自
信
回
復
の

指
導
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
日
本
自
動
車
短
期
大
学
）
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